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【背景】

本邦のSmall－fbr－Gestational　Age（SGA）の定義は、現在、

在今週数における標準出生体重の10パーセンタイル未満

である。一方、昨年に確立したSGA三二身長症の診断基

準は、出生時の身長又は体重が標準値の一2SD未満である。

SGA性低身長症に対する成長ホルモン治療にあたり、

一2SD未満のSGA児の原因、出生時の体格の現状を明ら

かにする必要があるが、現在本邦におけるデータはない。

【目的】

当院における一2SD未満のSGAの出生時の体格およびそ

の原因を明らかにすること。

【対象・方法】

2004年から2009年までの6年間に当院に入院した新生児

のうち、出生時の身長又は体重が一2SD未満のSGA児

148症例を対象に、在胎週数、出生時計測値、SGAの原

因（児、胎盤膀帯、母体因子）について、診療録を用いて

後方視的に検：討した。

【結果1

148例のSGA児の内訳は、超早産児（＜28週）8例（5．4％）、

早産児（28～36週）41例（27．7％）、正期産児（37～41週）

99例（66．9％）であった。身長・体重ともに一2SDを下回

ったのは75例（50．7％）、体重のみ一2SDを下回ったのは

29例（19．6％）、身長のみ一2SDを下回ったのは44例（29．7

％）であった。身長・体重ともに一2SD未満の症例の割

合は、超早産児7／8例（87．5％）、早産児23／41（56．1％）、

正期産児45／99（45．5％）であった。院内出生122例の

IUGRの主な原因は、胎児因子28例（23．0％）、胎盤騰帯

因子40例（32．8％）、母体因子37例（30．3％）、原因不明

17例（13．9％）であった。複数因子を有する症例が31例（26．2

％）存在した。複数因子を有する症例は、超早産児5／8

例（62．5％）、早産児14／41（34．1回目、正期産児13／99

（13．1％）であった。

【結論】

当院における身長又は体重が一2SD未満のSGA児全体で

は、正期産児が66．9％を占めていた。しかし、全体の50．7

％を占める身長・体重ともに一2SD未満の症例に関しては、

早産児に多い傾向を認めた。また、IUGRの原因は、胎盤

騰帯因子、母体因子の順に多く、複数因子を有する症例が

全体の26．2％存在し、早産児ほど複数因子を有する割合が

大きかった。
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{背景]

本邦の Small-for-Gestationa1Age (SGA)の定義は、現在、

在胎週数における標準出生体重の 10パーセンタイル未満

である。一方、昨年に確立 した SGA性低身長症の診断基

準は、出生時の身長又は体重が標準値のー2SD未満である。

SGA性低身長症に対する成長ホルモン治療にあたり、

-2SD未満の SGA児の原因、出生時の体格の現状を明ら

かにする必要があるが、 現在本邦におけるデータはない。

[目的]

当院における -2SD未満の SGAの出生時の体格お よびそ

の原因を明らかにすること。

[対象・方法1
2004年から 2009年までの 6年間に当院に入院した新生児

のうち、出生時の身長又は体重が 一2SD未満の SGA児

148症例を対象に、在胎週数、出生時計測値、 SGAの原

因(児、胎盤臓帯、 母体因子)について、診療録を用いて

後方視的に検討した。

[結果1
148例のSGA児の内訳は、超早産児 (く 28週)8例(5.4%)、
早産児 (28~ 36週)41例 (27.7%)、正期産児 (37~ 41週)

99例 (66.9%)であった。身長・体重ともに -2SDを下回

ったのは75例 (50.7%)、体重のみー2SDを下回っ たのは

29例 (19.6%)、身長のみ-2SDを下回ったのは 44例 (29.7

%)であった。身長・体重ともに -2SD未満の症例の割

合は、超早産児 7/8例 (87.5%)、早産児 23/41(56.1 %)、

正期産児 45/99(45.5%)であった。院内出生 122例の

IUGRの主な原因は、胎児因子 28例 (23.0%)、胎盤隣帯

因子40例 (32.8%)、母体因子 37例 (30.3%)、原因不明

17例(13.9%)であった。複数因子を有する症例が31例(26.2
%)存在した。複数因子を有する症例は、超早産児 5/8

例 (62.5%)、早産児 14/41(34.1 %)、正期産児 13/99
(13.1 %)であった。

{結論}

当院における身長又は体重が-2SD未満の SGA児全体で

は、正期産児が66.9%を占めていた。しかし 全体の 50.7
%を占める身長・体重ともに-2SD未満の症例に関 しては、

早産児に多い傾向を認めた。また、 IUGRの原因は、胎盤

謄帯因子、母体因子の順に多く、複数因子を有する症例が

全体の 26.2%存在し、早産児ほど複数因子を有する割合が

大きかった。
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